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(57)【要約】
【目的】発光面内での輝度ムラを抑制させた有機ＥＬパ
ネルを提供することを目的とする。
【構成】有機ＥＬ素子を発光させる為の電源電流を伝送
する導電幹路から分岐した複数の導電枝路を介して有機
ＥＬ素子に電源電流を供給する。この際、導電幹路上に
おいて、電源回路で生成された電源電流の供給を受ける
為の電源受給端子から導電枝路の１の分岐位置までの配
線長が長いほど、この１の導電枝路の抵抗値を低くする
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持プレートと、前記支持プレート上に形成されている複数の有機ＥＬ素子と、前記有
機ＥＬ素子を発光させる為の電源電流を前記有機ＥＬ素子に伝送する電流路と、を有する
有機ＥＬパネルであって、
　前記電流路は、前記電源電流の供給を受ける為の電源受給端子を有し前記有機ＥＬ素子
に沿って伸張している少なくとも１の導電幹路と、夫々が前記導電幹路の異なる位置から
分岐しており前記有機ＥＬ素子の電極と前記導電幹路とを電気的に接続する複数の導電枝
路と、からなり、
　前記導電幹路上において前記電源受給端子から前記導電枝路の１の分岐位置までの配線
長が長いほど前記１の導電枝路の抵抗値が低いことを特徴とする有機ＥＬパネル。
【請求項２】
　前記有機ＥＬ素子は帯状に伸張する発光面を有し、
　前記導電枝路の各々は、前記有機ＥＬ素子の伸張方向において夫々異なる位置で１つの
前記有機ＥＬ素子の前記電極に接続されていることを特徴とする請求項１記載の有機ＥＬ
パネル。
【請求項３】
　前記導電幹路に沿って複数の前記有機ＥＬ素子が並置されており、
　前記導電枝路の各々は、前記有機ＥＬ素子各々の前記電極に個別に接続されていること
を特徴とする請求項１記載の有機ＥＬパネル。
【請求項４】
　前記導電幹路上において前記電源受給端子から前記導電枝路の１の分岐位置までの配線
長が長いほど前記１の導電枝路の幅が小であることを特徴とする請求項１～３のいずれか
１に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項５】
　前記導電幹路上において前記電源受給端子から前記導電枝路の１の分岐位置までの配線
長が長いほど前記１の導電枝路の長さが大であることを特徴とする請求項１～３のいずれ
か１に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項６】
　前記導電枝路は蛇行パターンを有し、
　前記導電幹路上において前記電源受給端子から前記導電枝路の１の分岐位置までの配線
長が長いほど前記１の導電枝路の前記蛇行パターンによる蛇行数が少ないことを特徴とす
る請求項５に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項７】
　前記導電幹路上において前記電源受給端子から前記導電枝路の１の分岐位置までの配線
長が長いほど前記１の導電枝路の前記支持プレートの表面からの高さが高いことを特徴と
する請求項１～３のいずれか１に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項８】
　前記有機ＥＬ素子各々の内の１の有機ＥＬ素子と他の有機ＥＬ素子は互いに異なる色で
発光することを特徴とする請求項１記載の有機ＥＬパネル。
【請求項９】
　前記導電幹路が複数の配線区間に区分けされており、前記配線区間毎に、前記抵抗値が
設定されていることを特徴とする請求項１～８のいずれか１に記載の有機ＥＬパネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機エレクトロルミネッセンス素子（以下、有機ＥＬ素子と称する）が形成
されている有機ＥＬパネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　有機ＥＬ素子は、例えば、陽極、正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層、電子
注入層、陰極が積層された構造を有する。現在、このような有機ＥＬ素子を支持プレート
上に複数個並置してなる有機ＥＬパネルが知られている（例えば、特許文献１の図１～図
３参照）。かかる有機ＥＬパネルの支持プレート上には、有機ＥＬ素子を発光させる為の
駆動電流を各有機ＥＬ素子に伝送する為の引出電極線が、有機ＥＬ素子各々に沿って設け
られている。この際、上記した駆動電流を発生する電源部は、引出電極線の端部と電気的
に接続されている。よって、引出電極線は、その端部に受けた駆動電流を、この引出電極
線に沿って配置されている複数の有機ＥＬ素子の各々に伝送する。以下、引出電極線上に
おいて電源部と接続されている箇所を電源受給端子と称する。
【０００３】
　従って、引出電極線に沿って配置されている有機ＥＬ素子各々の内で、上記した電源受
給端子から遠い位置に配置されている有機ＥＬ素子ほど、引出電極線による配線長が大と
なりその分だけ配線抵抗が高くなる。
【０００４】
　よって、有機ＥＬ素子の各々は電源受給端子からの距離に応じて発光輝度が異なること
になり、発光面における発光輝度の均一性が損なわれるという問題が生じた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１００５５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記した点に鑑みて為されたものであり、その一例としてパネル発光面での輝
度ムラを抑制させることが可能な有機ＥＬパネルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載に係る有機ＥＬパネルは、支持プレートと、前記支持プレート上に形成さ
れている複数の有機ＥＬ素子と、前記有機ＥＬ素子を発光させる為の電源電流を前記有機
ＥＬ素子に伝送する電流路と、を有する有機ＥＬパネルであって、前記電流路は、前記電
源電流の供給を受ける為の電源受給端子を有し前記有機ＥＬ素子に沿って伸張している少
なくとも１の導電幹路と、夫々が前記導電幹路の異なる位置から分岐しており前記有機Ｅ
Ｌ素子の電極と前記導電幹路とを電気的に接続する複数の導電枝路と、からなり、前記導
電幹路上において前記電源受給端子から前記導電枝路の１の分岐位置までの配線長が長い
ほど前記１の導電枝路の抵抗値が低い。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係る有機ＥＬパネルの構成を示す上面図である。
【図２】図１のＶ－Ｖ線における発光部４の断面図である。
【図３】発光部４の内部構成の他の一例を示す上面図である。
【図４】図３に示す発光部４の変形例を示す上面図である。
【図５】図３に示す発光部４の他の変形例を示す上面図である。
【図６】発光部４の他の形態を示す上面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明は、有機ＥＬ素子を発光させる為の電源電流を伝送する導電幹路から分岐した複
数の導電枝路を介して有機ＥＬ素子に電源電流を供給する。この際、導電幹路上において
、電源電流の供給を受ける為の電源受給端子から導電枝路の１の分岐位置までの配線長が
長いほど、この１の導電枝路の抵抗値を低くしている。これにより、電源受給端子からの
配線長が長い位置に形成されている導電枝路ほど導電幹路での配線抵抗が高くなっていて
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も、その分だけかかる導電枝路の抵抗値が低くなっているので、導電枝路と導電幹路とに
よる配線抵抗値を各導電枝路の形成位置に拘わらず均一にすることが可能となる。よって
、帯状に伸張した形態を有する有機ＥＬ素子の発光面内での輝度ムラ、或いは互いに並置
された複数の有機ＥＬ素子による発光面内での輝度ムラを低減させることが可能となる。
【実施例】
【００１０】
　図１は、本発明に係る有機ＥＬパネルを上面側から眺めた図である。
【００１１】
　図１に示すように、かかる有機ＥＬパネルは、支持プレート１、電源供給端子２、電源
ライン３、及び発光部４1～４n（ｎは整数）を有する。
【００１２】
　電源供給端子２は、支持プレート１の表面上に設けられており、有機ＥＬ素子４２を発
光させる為の電源電流を生成する外部電源（図示せぬ）が接続される。外部電源で生成さ
れた電源電流は電源供給端子２を介して電源ライン３に送出される。
【００１３】
　この有機ＥＬパネルのパネル発光領域を担う発光部４1～４nは同一の内部構成を有し、
各発光部４は、電源引出ライン４１、及び帯状の発光面を有する有機ＥＬ素子４２を含む
。
【００１４】
　電源引出ライン４１は、例えば銀又はアルミ等の導電性材料からなる導電幹路４１Ａと
、この導電幹路４１Ａから分岐した導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5と、からなる。導電枝路４
１Ｂ1～４１Ｂ5は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）やＩＺＯ（Indium Zinc Oxide）等の導
電性の材料、又はアルミ又は銀等の金属材料からなる。尚、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5と
しては、ＩＴＯ電極に金属電極を貼り合わさった構造を採用しても良い。導電幹路４１Ａ
は、支持プレート１上に形成されている帯状の有機ＥＬ素子４２が伸張する方向に沿って
且つ平行に伸長した形態で支持プレート１上に形成されている。導電幹路４１Ａの両端部
の内の一方の端部が電源受給端子ＳＰとなり、この電源受給端子ＳＰに電源ライン３が電
気的に接続されている。
【００１５】
　導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5の各々は、導電幹路４１Ａ上における電源受給端子ＳＰから
の配線長が夫々異なる位置にてこの導電幹路４１Ａと電気的に接続されており、その各位
置から有機ＥＬ素子４２に向けて伸張している。導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各々の先端部
は、有機ＥＬ素子４２の陽極又は陰極（後述する）に接続されている。かかる構成により
、導電幹路４１Ａは、電源供給端子２を介して供給された電源電流を電源受給端子ＳＰに
て受け、これを導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各々を介して有機ＥＬ素子４２に伝送する。
【００１６】
　有機ＥＬ素子４２は、図１に示す如き導電幹路４１Ａの伸張方向に沿って伸張した帯状
の上面形態を有し、導電幹路４１Ａ及び導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5の各々を介して伝送さ
れた電源電流に応じて発光する。尚、各発光部４毎に、その発光部に含まれる有機ＥＬ素
子４２の発光色を異ならせるようにしても良い。例えば、発光部４1では赤色で発光する
有機ＥＬ素子４２を形成し、発光部４2では青色で発光する有機ＥＬ素子４２を形成し、
発光部４3では緑色で発光する有機ＥＬ素子４２を形成するのである。
【００１７】
　図２は、図１に示すＶ－Ｖ線における発光部４の断面を示す断面図である。
【００１８】
　図２において、支持プレート１の表面上には、上記したＩＴＯ又はＩＺＯ等の酸化金属
、或いはＣｒ、Ｍｏ、Ｎｉ、Ｐｔ、Ａｕ等の金属、又はその化合物、それらを含む合金等
からなる陽極４２１と、この陽極４２１と上記した導電枝路４１Ｂと、が形成されている
。陽極４２１及び導電枝路４１Ｂは互いに電気的に接続されている。尚、陽極４２１及び
導電枝路４１Ｂは同一材料によって一体化されたものであっても良い。導電枝路４１Ｂの
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拡張部の面上には上記した導電幹路４１Ａが形成されており、この導電幹路４１Ａから長
さＬを隔てた陽極４２１の面上には有機機能層４２２が形成されている。有機機能層４２
２は、例えば正孔注入層、正孔輸送層、有機発光層、及び電子輸送層が積層されてなるも
のである。また、導電幹路４１Ａ及び導電枝路４１Ｂ各々の表面を覆うように絶縁膜４２
３が形成されており、この絶縁膜４２３の表面及び有機機能層４２２の面上に、金属電極
からなる陰極４２４が形成されている。この陰極４２４は接地ライン（図示せぬ）に接続
されている。これら陽極４２１、有機機能層４２２及び陰極４２４が積層された領域が有
機ＥＬ素子４２となり、上記した導電幹路４１Ａ及び導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5を介して
流れ込む電源電流に応じて図１に示す如き帯状の発光面が全体的に発光する。尚、図２に
示す一例では、陽極４２１が支持プレート１の表面上に形成され、この陽極４２１上に有
機機能層４２２及び陰極４２４が積層される構造が示されているが、陽極４２１と陰極４
２４との位置関係が反転した構造を採用しても良い。この際、導電枝路４１Ｂは陰極４２
４と電気的に接続されることになる。
【００１９】
　ここで、図１に示す各発光部４では、帯状の発光面を有する有機ＥＬ素子４２に沿って
電源電流を伝送する為の導電幹路４１Ａが形成されており、この導電幹路４１Ａ上におけ
る電源受給端子ＳＰからの配線長が夫々異なる位置から導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5を介し
て、電源電流が有機ＥＬ素子４２に伝送される。
【００２０】
　この際、有機ＥＬ素子４２と導電幹路４１Ａとの間の距離、つまり導電枝路４１Ｂ1～
４１Ｂ5各々の長さＬは同一であるが、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各々の幅、つまり図１
に示す如き導電幹路４１Ａの伸張方向での幅Ｗ1～Ｗ5が夫々異なっている。すなわち、導
電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各々の内で、電源受給端子ＳＰからの配線長が長くなる位置に形
成されている導電枝路４１Ｂほど、上記した幅Ｗが広くなっているのである。図１に示す
実施例では、導電枝路４１Ｂ1が最も電源受給端子ＳＰからの配線長が短く、４１Ｂ2、４
１Ｂ3、４１Ｂ4、４１Ｂ5の順にその配線長が長くなっているので、導電枝路４１Ｂ1～４
１Ｂ5各々の幅Ｗ1～Ｗ5は、
      Ｗ1＜Ｗ2＜Ｗ3＜Ｗ4＜Ｗ5

　の如き大小関係となる。
【００２１】
　よって、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5が互いに同一材料で形成されている抵抗体であるこ
とから、４１Ｂ1～４１Ｂ5各々の抵抗値Ｒ1～Ｒ5は、
      Ｒ1＞Ｒ2＞Ｒ3＞Ｒ4＞Ｒ5

　なる大小関係となる。
【００２２】
　すなわち、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5の内の４１Ｂ1は電源受給端子ＳＰからの配線長
が短いが故に導電幹路４１Ａでの配線抵抗値は低いものの、導電枝路４１Ｂ1自体の抵抗
Ｒ1は高い。一方、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5の内の４１Ｂ5は、電源受給端子ＳＰからの
配線長が長いが故に導電幹路４１Ａでの配線抵抗値が高いものの、導電枝路４１Ｂ5自体
の抵抗Ｒ5は低い。
【００２３】
　これにより、電源受給端子ＳＰから、導電幹路４１Ａ及び導電枝路４１Ｂ1を介した伝
送路、導電幹路４１Ａ及び導電枝路４１Ｂ2を介した伝送路、導電幹路４１Ａ及び導電枝
路４１Ｂ3介した伝送路、導電幹路４１Ａ及び導電枝路４１Ｂ4を介した伝送路、導電幹路
４１Ａ及び導電枝路４１Ｂ5を介した伝送路各々の配線抵抗値を同一にすることが可能と
なる。
【００２４】
　従って、導電幹路４１Ａ上において電源受給端子ＳＰから導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各
々の形成位置までの配線長に伴う抵抗値が夫々異なっていても、これら導電枝路４１Ｂ1

～４１Ｂ5を夫々介して電源電流を供給させることにより、有機ＥＬ素子４２の伸張方向
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において分散した５つの箇所から夫々同一の電源電流を供給することが可能となる。
【００２５】
　よって、図１に示す構成によれば、帯状に伸張した形態を有する有機ＥＬ素子４２の発
光面内での、導電幹路４１Ａの配線長の違いに起因する輝度ムラを低減させることが可能
となる。
【００２６】
　尚、図１に示す各発光部４では、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5を単一の有機ＥＬ素子４２
に接続するようにしているが、互いに並置された５つの有機ＥＬ素子４２に、夫々個別に
導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5を接続するようにしても良い。
【００２７】
　図３は、かかる点に鑑みて為された各発光部４内の他の一例を示す上面図である。
【００２８】
　図３に示す発光部４は、上記した導電幹路４１Ａと導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5とからな
る電源引出ライン４１、及び夫々が独立した有機ＥＬ素子４２1～４２5を含む。
【００２９】
　尚、図３に示す導電幹路４１Ａ及び導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5は図１に示すものと同一
である。この際、図３に示す構成では、夫々が図２に示す如き断面構造を有する有機ＥＬ
素子４２1～４２5の各々が、導電幹路４１Ａの伸張方向に沿って一列に並置されている。
そして、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5が夫々有機ＥＬ素子４２1～４２5の陰極又は陽極に接
続されている。
【００３０】
　更に、図３に示す如く、これら有機ＥＬ素子４２1～４２5の内で、電源受給端子ＳＰか
らの配線長が長くなる位置に並置されている有機ＥＬ素子４２ほど、この有機ＥＬ素子４
２に接続される導電枝路４１Ｂの幅Ｗが広い、つまり、導電枝路４１Ｂ自体の抵抗値が低
くなっている。
【００３１】
　これにより、電源受給端子ＳＰ及び有機ＥＬ素子４２1間の伝送路（４１Ａ、４１Ｂ1）
、ＳＰ及び４２2間の伝送路（４１Ａ、４１Ｂ2）、ＳＰ及び４２3間の伝送路（４１Ａ、
４１Ｂ3）、ＳＰ及び４２4間の伝送路（４１Ａ、４１Ｂ4）、ＳＰ及び４２5間の伝送路（
４１Ａ、４１Ｂ5）各々の配線抵抗値を同一にすることが可能となる。
【００３２】
　従って、電源受給端子ＳＰから導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各々までの配線長に基づく抵
抗値が夫々異なっていても、有機ＥＬ素子４２1～４２5の各々に同一の電源電流を供給す
ることが可能となる。
【００３３】
　よって、図３に示す構成によれば、導電幹路４１Ａの配線長の違いに起因するパネル発
光領域内での輝度ムラを低減させることが可能となる。
【００３４】
　また、上記実施例では、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各々の抵抗値を異ならせるべく、４
１Ｂ1～４１Ｂ5各々の幅Ｗを異ならせるようにしているが、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各
々の経路長を異ならせるようにしても良い。
【００３５】
　図４は、かかる点に鑑みて為された、図３に示す発光部４の変形例を示す上面図である
。
【００３６】
　尚、図４において、導電幹路４１Ａ及び有機ＥＬ素子４２1～４２5各々の構成、並びに
、これら４２1～４２5各々を導電幹路４１Ａの伸張方向に沿って、且つこの導電幹路４１
Ａから距離Ｌだけ離間させて並置させている点は、図３に示すものと同様である。ただし
、図４に示される導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各々では、蛇行パターンを採用することによ
り、４１Ｂ1～４１Ｂ5各々の経路長を異ならせているのである。つまり、導電枝路４１Ｂ
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1～４１Ｂ5各々の蛇行の回数を図４に示す如く、４１Ｂ1、４１Ｂ2、４１Ｂ3、４１Ｂ4、
４１Ｂ5の順に減らしてその経路長を短くして行くことにより、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ

5各々の抵抗値Ｒ1～Ｒ5を、
      Ｒ1＞Ｒ2＞Ｒ3＞Ｒ4＞Ｒ5

　なる大小関係とするのである。
【００３７】
　また、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各々の抵抗値を異ならせるべく、４１Ｂ1～４１Ｂ5各
々の幅Ｗ1～Ｗ5を図５（ａ）に示すように同一とし、４１Ｂ1～４１Ｂ5各々の厚さ、つま
り、支持プレート１の表面からの高さを図５（ｂ）に示すように異ならせるようにしても
良い。すなわち、導電枝路４１Ｂ1～４１Ｂ5各々の高さを図５（ｂ）に示す如く、４１Ｂ

1、４１Ｂ2、４１Ｂ3、４１Ｂ4、４１Ｂ5の順に高くして行くことにより、導電枝路４１
Ｂ1～４１Ｂ5各々の抵抗値Ｒ1～Ｒ5を、
      Ｒ1＞Ｒ2＞Ｒ3＞Ｒ4＞Ｒ5

　なる大小関係としているのである。
【００３８】
　また、図１に示す実施例では、支持プレート１上に、電源供給端子２、電源ライン３及
び発光部４1～４nからなる発光ブロックを１系統だけ設けるようにしているが、このよう
な発光ブロックを単一の支持プレート１上に複数個設けるようにしても良い。
【００３９】
　また、図３～図５に示す実施例では、各発光部４内に５つの有機ＥＬ素子４２1～４２5

を並置しているが、各発光部４内に設ける有機ＥＬ素子４２の数は５つに限定されない。
つまり、各発光部４内に、少なくとも２つ以上の複数の有機ＥＬ素子４２が導電幹路４１
Ａに沿って並置されていれば良いのである。
【００４０】
　尚、上記実施例では、導電幹路４１Ａ上において電源受給端子ＳＰからの配線長が長い
位置に形成されている導電枝路４１Ｂほどこの導電枝路４１Ｂの幅Ｗを広くしているが、
電源供給端子２からの配線長が長い位置に形成されている導電枝路４１Ｂほどこの導電枝
路４１Ｂの幅Ｗを広くするようにしても良い。例えば、図１に示す一例では、発光部４2

の電源受給端子ＳＰよりも発光部４1の電源受給端子ＳＰの方が、電源供給端子２からの
配線長が長い。つまり、電源ライン３上において電源供給端子２と接続される部分が、電
源供給端子２を介して供給された電源電流の供給を受ける為の電源受給端子となる。よっ
て、かかる電源受給端子を基点としてその配線長を考えた場合、発光部４1の導電枝路４
１Ｂ1の幅W1は、発光部４2の導電枝路４１Ｂ1の幅W1よりも広く、発光部４1の導電枝路４
１Ｂ2の幅W2は、発光部４2の導電枝路４１Ｂ2の幅W2よりも広くなるのである。
【００４１】
　要するに、本発明に係る有機ＥＬパネルは、有機ＥＬ素子を発光させる為の電源電流を
伝送する電流路である導電幹路（電源ライン３、導電幹路４１Ａ）から分岐した複数の導
電枝路（４１Ｂ1～４１Ｂ5）を介して、有機ＥＬ素子に電源電流を供給するようにしてい
る。この際、導電幹路上において、電源電流の供給を受ける為の電源受給端子から導電枝
路の１の分岐位置までの配線長が長いほど、この１の導電枝路の抵抗値を低くしている。
これにより、上記した電源受給端子からの配線長が長い位置に形成されている導電枝路ほ
ど導電幹路での配線長に伴う配線抵抗が高くなっていても、その分だけかかる導電枝路の
抵抗値が低くなっているので、導電枝路と導電幹路とによる配線抵抗値を各導電枝路の形
成位置に拘わらず均一にすることが可能となる。よって、本発明によれば、帯状に伸張し
た形態を有する有機ＥＬ素子の発光面内での輝度ムラ、或いは互いに並置された複数の有
機ＥＬ素子による発光面内での輝度ムラを低減させることが可能となる。
【００４２】
　尚、本発明において、電源受給端子から導電枝路の１の分岐位置までの配線長が長いほ
ど、この１の導電枝路の抵抗値を低くする形態としては、以下の如き形態を含んでいるも
のとする。すなわち、導電幹路を複数の配線区間に区分けし、各配線区間毎に、その配線
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区間内に接続される導電枝路の抵抗値が設定されている形態である。つまり、電源受給端
子からの配線長が長くなる配線区間に属する導電枝路ほど自身の抵抗値が低くなっている
ものの、導電幹路上において１つの配線区間に複数の導電枝路が接続されている場合には
、この導電枝路各々の抵抗値は電源受給端子からの実際の配線長に拘わらず同一となる。
【００４３】
　例えば、図６に示すように、各発光部４において導電幹路４１Ａを３つの配線区間Ｋ１
～Ｋ３に区分けし、電源受給端子ＳＰから遠い配線区間Ｋに属する導電枝路４１Ｂほど自
身の抵抗値を低くすべく、その幅Ｗが広くなっている。図６に示す一例では、電源受給端
子ＳＰから最も近い配線区間Ｋ１に属する導電枝路４１Ｂ1の幅W1、配線区間Ｋ１の次に
電源受給端子ＳＰに近い配線区間Ｋ２に属する導電枝路４１Ｂ2の幅W2、電源受給端子Ｓ
Ｐから最も遠い配線区間Ｋ３に属する導電枝路４１Ｂ4の幅W3は、
      Ｗ1＜Ｗ2＜Ｗ3

　となっている。
【００４４】
　ただし、導電枝路４１Ｂ2よりも電源受給端子ＳＰからの配線長が長くなる位置に接続
されているものの、この４１Ｂ2と同一の配線区間Ｋ２に属する導電枝路４１Ｂ3の幅は４
１Ｂ2と同一の幅Ｗ2であり、導電枝路４１Ｂ2及び４１Ｂ3同士の抵抗値は等しくなってい
る。また、導電枝路４１Ｂ4よりも電源受給端子ＳＰからの配線長が長くなる位置に接続
されているものの、この４１Ｂ4と同一の配線区間Ｋ３に属する導電枝路４１Ｂ5の幅は４
１Ｂ4と同一の幅Ｗ3であり、導電枝路４１Ｂ3及び４１Ｂ4同士の抵抗値は等しくなってい
る。
【符号の説明】
【００４５】
１　　　　　　　　　支持プレート
２　　　　　　　　　電源供給端子
３　　　　　　　　　電源ライン
４1～４n　　　　　　発光部
４１Ａ　　　　　　　導電幹路
４１Ｂ1～４n　　　　導電枝路
４２、４２1～４２5　有機ＥＬ素子
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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